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ノート
下りリンクにおける可変拡散率を用いた直交周波数・符号分割多重（VSF-OFCDM），上りリンクにおける可変拡散率・チップ繰返しファクタCDMA（VSCRF-CDMA）無線アクセスの概要，およびそれらの実験結果について述べる．
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